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第 1章 青年期の友人関係の発達的変化と友人‘グループ’における研究の動向 
 



































































ドラッグの使用や飲酒など反社会的な行動を暴走させることもある(Santor, Messervey & 
Kusumakar,2000)が，逆にそういった反社会的な行動を止める向社会的な面も認められる




















































































































































第 4節 中学生・高校生の友人‘グループ’ 
 本研究で取り上げる‘グループ’は，中学生や高校生の学校生活によく見られる集団的































































































































































































































































































































































第 2章 本論文の目的と構成 
 










































第 2節 本論文の目的 


















第 3節 本論文の構成 
 



































第 3章 研究 1 中学生・高校生の‘グループ’に対する認識 
    ―3学年の比較と友達との付き合いによる‘グループ’に対する認識の違い― 
 
 

















第 2節 方法 
 
2－1  調査対象者および調査時期 
宮崎県内の中高一貫校に通う男女に対し，中学 3年生から高校 2年生までの 3年間にわ
たって毎年質問紙調査を実施した。学年ごとの人数と調査時期は以下のとおりである。 
 
Table 3 研究 1の調査対象と調査時期 
 
 





















































友達にいやな思いをさせないように気を使っている .76 -.04 1.73 .79
友達にきらわれないように行動している .73 .02 3.38 .77
周りの友達みんなに合わせようと気をくばっている .72 -.12 2.21 .98
友達を傷付けてはいないかと心配になる .68 -.01 2.73 1.04
みんなに好かれていたい .46 .28 1.73 .81
第2因子：自己を開示して関わろうとする付き合い方(α=.714)
友達とは何でも本音で話し合うようにしている -.08 .81 2.69 1.00
友達には心を開いて付き合っている .04 .71 2.45 1.03
友達とは深くかかわらないようにしている .11 -.52 2.05 .85






















Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第1因子：グループへの依存(α=.805)
グループの人たちと離れて一人で行動するのはさみしい .747 -.050 -.162 .000 2.73 1.037
グループの人が一緒にいてくれないと一人では行動できない .665 -.132 -.062 .166 1.97 .891
グループからはずされるのではないかと不安を感じることがある .592 -.284 .197 .060 2.06 1.040
一人でいるよりはグループの人と一緒にいたほうがいい .566 .125 -.260 -.095 3.23 .824
学校内で一人で行動することはほとんどない .549 .118 .060 -.165 2.74 1.044
グループの人がいるから学校が楽しい .530 .346 -.169 .031 3.38 .773
グループの人とつねに連絡を取っていないと不安だ .482 -.048 .195 .194 1.73 .810
グループの人の行動に合わせることがよくある .472 .116 .132 -.063 2.76 .855
グループにいると、居場所がない不安感を感じなくてすむ .387 .242 .061 .066 2.76 1.038
グループの人からのメールは必ず返信する .384 .255 .117 -.174 3.02 1.029
第2因子：グループの気楽さ(α=.757)
グループの人に対して、気を使わず気楽にしていられる .056 .712 -.006 .184 3.16 .869
グループの中でも自分の意見はちゃんと言える -.093 .633 .213 -.186 3.26 .847
今のグループ関係に満足している .024 .616 -.208 .160 3.42 .741
グループの人全員が仲良しである .222 .562 -.026 .032 3.36 .798
グループの人となやみ事を相談しあうことができる .405 .521 .103 -.065 3.02 .936
第3因子：グループの負担感(α=.720)
グループ行動をめんどうだと感じることがある -.123 .188 .892 .014 2.21 .984
グループの人といつも一緒にいるとつかれる -.031 .020 .622 -.026 2.05 .850
グループの人と一緒にいると、自分らしさがうしなわれる気がする .221 -.123 .503 .142 1.73 .788
他のグループをうらやましく思うことがある .371 -.186 .435 -.038 1.85 .930
第4因子：グループの束縛感(α=.710)
他のグループの人たちと仲良くできない -.056 .006 -.056 .869 1.69 .810
グループで固まっていて、他のグループの人と話す機会がない .065 .075 .040 .699 1.69 .817
グループの人とは距離を置いて行動している -.236 .100 .319 .446 1.69 .781
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

























































 友達との付き合い方の 4 つの群について，付き合い方の違いによって‘グループ’への
認識がどのように変わるかを調べるために，４つの群を独立変数として男女別に分散分析
を行った。結果は，以下の通りである(Table6，Table7)。 
Table 6 友達との付き合い方による‘グループ’への認識(男子) 
 
Table 7 友達との付き合い方による‘グループ’への認識(女子) 
 






















































































































































































































































第 4章 研究 2 ‘グループ’関係の発達的変化と‘グループ’の対処スキル  
－中学生・高校生の比較と自己制御スキルの検討― 
 
第 1節 目的 





















第 2節 方法 
 
2-1.  調査対象者 
東京都内の公立中学校に通う中学 2年生 195名(男子 97名,女子 98名),東京都内の高校に通
う高校 2年生，高校 3年生 96名(男子 45名,女子 51名)。 
 
2-2.  調査時期 
2010年 11月～2011年 1月 
 





2-4.  調査内容 
a. フェイスシート 












































Table 8 ‘グループ’認識に関する質問項目の因子分析結果 
 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第1因子：グループ有用感(α=.827)
グループの人と悩み事を親身になって相談しあうことができる。 .734 -.102 -.128 -.073
自分の所属しているグループを誇りに思っている。 .719 -.089 .072 -.025
グループは学校生活において、とても重要なものだと思う。 .699 .042 .085 -.015
グループは、うまく人付き合いをするための勉強になる。 .660 .131 -.099 -.052
グループではお互いに安心して何でも話すことができる。 .612 -.221 .005 .167
今のグループにいることで、得をしていると感じる。 .446 .097 -.107 .364
グループにいると、学校で役に立つ情報を教えてもらえる。 .376 .126 -.148 .259
第2因子：グループ不自由感(α=.820)
無理して一緒にいる感じがすることがある。 .017 .714 .073 -.254
グループ内での行動は、誰かに合わせていることが多い。 -.082 .701 -.039 .255
グループにいると、自分らしさがうしなわれる気がする。 .173 .670 -.044 -.267
グループ内では、個人の考え方や意見を表に出してはいけない雰囲気がある。 .034 .637 .085 -.005
あまり自分をさらけ出さないようにしている。 -.132 .565 -.225 .130
日頃から、グループからはずされないように気をつけている。 -.021 .552 .028 .105
内心どう思っていようが、とりあえずうまく調子を合わせていることがある。 .226 .537 .178 .095
必ずしも気が合うわけではないので、疲れを感じるときがある。 -.063 .529 -.146 -.042
グループの中に上下関係があるように感じる。 -.069 .428 .036 .048
第3因子：グループ依存心(α=.655)
グループに所属せず、ひとりでも問題なくやっていける。 .125 .188 -.826 .002
グループの人が一緒にいてくれないと、一人では行動できない。 -.075 .188 .598 .091
グループに所属していない学校生活は考えられない。 .326 .045 .389 .136
第4因子：グループ満足感(α=.696)
グループにいることで、ひとりぼっちで心細い思いをしなくてすむ。 .011 .120 .170 .593
グループの人がいるから学校が楽しい。 .277 -.025 .119 .526
現在のグループに満足している。 .269 -.169 -.134 .479
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ





















































自分の中には、いつもなんとなく不安がある。 -.766 2.67 .954
どうしたらよいか分からなくなると自分のからの中に閉じこもってしまう。 -.697 2.13 .957
まわりの動きについていけず、自分だけとり残されたと感じることがある。 -.633 2.54 .957
人が見ているとうまくやれない。 -.619 2.72 .941
私の心は、とても傷付つきやすく、もろい。 -.544 2.40 .943
自分1人で初めてのことをするのは不安だ。 -.536 2.73 1.028
やりそこないをしていないかと心配ばかりしている。 -.484 2.52 .895
人と活発に遊べない。 -.420 1.77 .874
何かしているより空想にふけっていることが多い。 -.407 2.33 .984
異性とのつきあい方がわからない。 -.367 2.37 .945
Ⅰ Ⅱ 平均 標準偏差
第1因子：自己主張(α=.774)
たとえ言いにくくても、間違っていることは指摘（してき）できる。 .678 -.033 2.46 .867
話し合いの場で、進んで自分の意見を述べる。 .675 .033 2.46 .960
周囲の人と自分の意見が違っていても、自分の意見を主張する。 .625 .194 2.52 .781
いやなことを頼まれたとき、いやだという気持ちを伝えることができる。 .600 -.176 3.05 .878
自分が考えていることを相手にわかるようにはっきり言う。 .533 -.018 2.72 .859
順番に並んでいる時に横から入り込んでくる人たちがいたら注意をする。 .515 -.171 2.55 .942
仕事・課題や遊びなど、周囲にいちいち聞かずに、自分のアイデアで進めることができる。 .459 .094 2.61 .781
第2因子：感情・欲求抑制(α=.631)
自分の思い通りに行かないと、すぐにきげんが悪くなる。 -.098 .762 2.47 .859
いやな事があっても、人やものに八つ当たりをしない。 .149 -.558 2.52 .912

















Table 11 自己の安定性の高低による‘グループ’認識の違い(男子) 
 








高群 (N=70) 2.66 (.728)
低群 (N=57) 2.67 (.648)
高群 (N=72) 1.84 (.523)
低群 (N=57) 2.27 (.545)
高群 (N=72) 2.14 (.509)
低群 (N=57) 2.21 (.448)
高群 (N=71) 3.14 (.776)














高群 (N=65) 3.04 (.604)
低群 (N=73) 2.83 (.644)
高群 (N=66) 1.84 (.479)
低群 (N=73) 2.23 (.612)
高群 (N=65) 2.25 (.405)
低群 (N=73) 2.27 (.428)
高群 (N=66) 3.40 (.597)






























高群 (N=66) 2.79 (.698)
低群 (N=63) 2.53 (.669)
高群 (N=66) 1.95 (.556)
低群 (N=65) 2.10 (.580)
高群 (N=66) 2.16 (.537)
低群 (N=65) 2.18 (.441)
高群 (N=66) 3.24 (.748)































高群 (N=69) 2.65 (.714)
低群 (N=61) 2.69 (.676)
高群 (N=71) 1.94 (.594)
低群 (N=61) 2.11 (.538)
高群 (N=71) 2.07 (.509)
低群 (N=61) 2.30 (.438)
高群 (N=70) 3.10 (.741)










高群 (N=74) 3.05 (.579)
低群 (N=65) 2.79 (.661)
高群 (N=75) 1.93 (.517)
低群 (N=65) 2.18 (.630)
高群 (N=74) 2.26 (.387)
低群 (N=65) 2.27 (.450)
高群 (N=74) 3.45 (.600)



























Table 17 ‘グループ’からはずされた経験の有無による自己の安定性・自己制御能力の違い(女子) 
 





あり (N=14) 2.15 (.563)
なし (N=105) 2.68 (.562)
あり (N=14) 2.67 (.509)
なし (N=107) 2.70 (.583)
あり (N=14) 2.24 (.659)
なし (N=108) 2.66 (.658)
*ｐ＜.05, **ｐ＜.01,
感情・欲求抑制 2.28 (120) *
自己主張 0.19 (119)
はずされた経験 平均値(標準偏差) ｔ値(自由度)
自己の安定性 3.32 (117) **
因子名
あり (N=45) 2.33 (.516)
なし (N=85) 2.66 (.558)
あり (N=47) 2.68 (.533)
なし (N=85) 2.50 (.568)
あり (N=47) 2.33 (.606)




自己の安定性 3.27 (128) **









Table 18 ‘グループ’からはずした経験の有無による自己の安定性・自己制御能力の違い(男子) 
 








あり (N=21) 2.72 (.625)
なし (N=97) 2.60 (.581)
あり (N=21) 2.69 (.527)
なし (N=99) 2.70 (.587)
あり (N=21) 2.19 (.696)
なし (N=100) 2.70 (.635)
 **ｐ＜.01





あり (N=46) 2.42 (.552)
なし (N=84) 2.62 (.562)
あり (N=47) 2.60 (.568)
なし (N=85) 2.54 (.560)
あり (N=47) 2.35 (.612)





感情・欲求抑制 2.96 (129) **
55 
 






































































































































































































































第 2節 方法 
2-1. 調査対象者および調査時期 













































































































































































































































第 2節 方法 
 
2－1. 調査対象者 
調査対象者は，宮崎県内の中学校に通う中学 2年生 124名(男子 62名,女子 62名)，宮崎県・
神奈川県の高校に通う高校 2・3年生 237名(男子 83名,女子 154名)，東京都内の大学に通
う大学 2・3年生 195名(男子 78名,女子 117名)の計 556名である。 
 
2－2. 調査時期 



























について，それぞれ選択肢から 1位と 2位を選択するよう求めた。選択肢には，「攻 
撃的」「アサーティブ」「非主張」「欺瞞的同調」の 4 種類の行動(言葉)を設定した。作成し












































②「私は絶対 Aがいい！先輩が Aの方が楽しいって言ってたし，絶対 A！」と言う。(攻撃的) 























Table 21 ‘グループ’認識に関する質問項目の因子分析結果 
 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第1因子：つながり感(α=.909)
13、悩み事を親身になって相談しあうことができる。 .806 .001 .139 .029
15、お互いをよく知った関係なので、余計な気疲れを感じなくてすむ。 .798 -.009 -.050 .030
14、それぞれの興味や考え方の違いから意見を言い合うことができる。 .790 .050 .108 -.141
25、気を使わず、気楽にしていられる。 .719 .063 -.177 -.039
3、メンバーそれぞれの考え方の違いが刺激(しげき)になる。 .650 .084 .185 -.001
4、お互いに面倒な気遣いをしなくてすむ。 .645 .035 -.210 .063
2、お互いに安心して何でも話すことができる。 .639 .099 -.098 .117
23、落ち込んでいるときに支えあうことができる。 .519 .316 -.054 .027
24、友達の意見を聞き、考えを広げることができる。 .453 .378 -.029 -.117
第2因子：有用性(α=.829)
26、うまく人付き合いをするための勉強になる。 -.050 .764 -.088 .015
16、グループは、周りとうまく関わっていくためのコツを
　　学ぶことができる。
.034 .756 .005 .055
6、グループにいると学校で役に立つ情報を教えてもらえる。 .186 .563 .080 -.081
5、グループにいることで協調性を身につけることができる。 .155 .551 -.115 .141
17、試験に関する情報など有益な(ためになる)情報を
　　手に入れることができる。
.206 .550 .167 -.089
第3因子：不自由感(α=.799)
11、必ずしも気が合うわけではないので、疲れを感じるときがある。 -.012 -.017 .717 -.192
28、無理をして周りに合わせているので、負担に感じることがある。 -.270 .111 .674 -.048
21、興味のわかないことでも一緒に付き合わないといけない。 -.018 .028 .618 .121
9、自分の考え方や意見を表に出してはいけない雰囲気がある。 -.098 .021 .583 .171
8、自分の所属するグループ以外の人と交流がしにくくなる。 .420 -.260 .559 .144
19、個人の意思をおさえなければならないと感じる。 -.268 .260 .446 .123
7、合わない人を仲間はずれにしてしまう傾向がある。 .174 -.103 .375 .181
第4因子：依存性(α=.824)
27、グループから離れると、一人では何もできなくなってしまう。 -.091 .029 -.053 .869
10、グループの人が一緒にいてくれないと、一人では行動できない。 .130 -.108 .069 .799
20、グループなしには、一人で物事を決めることができないと感じる。 -.082 .133 .152 .598
Ⅱ Ⅲ Ⅳ



































Table 22 ‘グループ’認識と学年差(男子) 
 
 
Table 23 ‘グループ’認識と学年差(女子) 
 
  
























































Ⅰ Ⅱ 平均 SD
第1因子：対人距離化スキル(α=.698)
本心はどうであれ、とりあえず同調して(相手に合わせて)安心させておく。 .724 .048 2.75 .765
相手を怒らせそうになったときに、すかさず相手のきげんをとってその話を流す。 .514 .192 2.67 .750
うまくやっていくために、心にもないことを言う。 .506 .050 2.49 .850
争いやケンカになったときに、理解したふりをしてとりあえず謝る。 .502 -.064 2.53 .822
意見が食いちがったときに相手の意見に合わせる。 .444 -.143 2.79 .592
一緒にいるときに、自分の意見を言わないで相手に合わせる .444 -.335 2.38 .772
相手が自分の話を理解していなさそうなときに、「そうそう」などと言って適当に話を終
わらせる。
.406 .059 2.67 .747
相手と意見が食い違ったときに、その話題にはふれないようにする。 .397 .052 2.72 .758
第2因子：対人接近化スキル(α=.660)
相手に自分がやってもらいたいことを素直に言う。 .017 .708 2.59 .732
自分の感情や気持ちを素直に言う。 -.056 .630 2.82 .743
相手が先に誰かと話をしているところへ気軽に参加する。 .266 .471 2.35 .895
相手が間違ったことをしているときには、「間違っている」とはっきり言う。 -.070 .468 2.66 .732
相手に会ってすぐに、自分から話題をふって会話を始める。 .166 .450 2.67 .789










   Figure 3. 対人接近化スキルの学年差(男子) 
 


















   *p<.05 
















  ***p<.001，*p<.05 
   Figure 7. アサーションスキルの学年差(男子) 
 







































































































































第 5節 研究 1～研究 4の総合考察 
 



















































































































第 7章 研究 5 関係性ステイタス作成の試み 
 
第 1節 目的 














第 2節 方法 
2-1.調査対象および調査時期 







 研究 4と同じ尺度を用いた。 
 
c.アサーションスキルに関する質問項目 
 研究 4と同じ尺度を用いた。 
 
d. ‘グループ’への認識に関する質問項目 



















































         Figure 9. 同一性地位判定尺度の流れ図(加藤,1983) 
 
 










































           Figure 10. ‘グループ’関係性ステイタスの流れ図 
 







































































Table 27 関係性ステイタスに関する質問項目の平均値標準偏差 
 


































Table 28 関係性ステイタス 4群と学校段階(男子) 
 
 
中学生 高校生 大学生 計
8人 9人 16人 30人
15.1% 14.1% 20.5% 16.1%
40人 39人 45人 107人
75.5% 60.9% 57.6% 65.8%
2人 9人 6人 17人
3.8% 14.1% 7.7% 7.7%
3人 7人 11人 21人






















中学生 高校生 大学生 計
10人 20人 15人 45人
16.9% 14.9% 16.0% 15.7%
40人 86人 64人 190人
67.8% 64.2% 68.1% 66.2%
5人 8人 3人 16人
8.5% 6.0% 3.2% 5.6%
4人 20人 12人 36人












                                **p<.01，*p<.05 
 Figure 12. 関係性ステイタスによる「内面的つながり」の違い(男子) 
 
 
                       ***p<.001，**p<.01 





                             **p<.01，*p<.05 











                          ***p<.001，**p<.01 




                          ***p<.001，**p<.01 






                               **p<.01 
Figure 18. 関係性ステイタスによる「‘グループ’の不自由感」の違い(女子) 
 
 

































  Figure 20. 関係性ステイタスによる対人接近化スキルの違い(男子) 
 




                         *p<.05  
 Figure 22. 関係性ステイタスによる対人接近化スキルの違い(女子) 
 
                          *p<.05  




















Figure 24. 関係性ステイタスによるアサーションスキルの違い(男子) 
 







































































































































































































第 8章 総合考察 
 



























































































































































































































































第 4節 関係性ステイタスと‘グループ’対処スキルとの関連 
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   次の 20個の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」




































1，話好きである                     4 － 3 － 2 － 1 
2，他人の苦しみがよくわかる               4 － 3 － 2 － 1 
3，注目のまとになりたい                 4 － 3 － 2 － 1 
4，多くの点で人にひけめを感じる                          4 － 3 － 2 － 1 
5，人と広く付き合うほうだ                            4 － 3 － 2 － 1 
 
6，たのまれごとは断りきれない                        4 － 3 － 2 － 1 
7，人前で自分の経験を話すのが好きだ                      4 － 3 － 2 － 1 
8，意見ははっきりと述べるほうだ                          4 － 3 － 2 － 1 
9，自分はわりと人気者だ                                4 － 3 － 2 － 1 
10，人のために自分がぎせいになるのはいやだ               4 － 3 － 2 － 1 
 
11，有名人と友達になりたい                             4 － 3 － 2 － 1 
12，何かを決める時，自分１人ではなかなか決められない     4 － 3 － 2 － 1 
13，よく人から相談を持ちかけられる                       4 － 3 － 2 － 1 
14，他人の世話をするのが好きだ                    4 － 3 － 2 － 1 
15，人が自分をみとめてくれないと不安だ                   4 － 3 － 2 － 1 
 
16，自分はつまらない人間だ                               4 － 3 － 2 － 1 
17，誰とでも気さくに話せる                         4 － 3 － 2 － 1 
18，相手の気持ちになって考えるようにしている             4 － 3 － 2 － 1 
19，ちやほやされるのが好きだ                             4 － 3 － 2 － 1 










 1，小学校 1,2,3年 2，小学校 4,5,6年 3，中学１年 4，中学２年 5，中学３年 
 
③1ヶ月の平均使用量はどれくらいですか？あてはまるものの数字を○でかこんで下さい。 
1，3000円未満 2，3000円～6000円 3，6000円～10000円 4，10000円以上 
 
④1日にメールを何通くらい送信しますか？あてはまるものの数字を○でかこんで下さい。 




1，50件未満 2，50件～100件 3，100件～150件 4，150件以上 
 
⑥携帯電話を何に１番使っていますか？使っている順に 1～4の番号を書いて下さい。 
 通話（  ） メール（  ）  ウェブ（  ）  ゲーム（  ） 
 
次の⑦～⑨の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」場合








⑦メールの返信はかならずする              4 － 3 － 2 － 1 
⑧誰かと連絡をとっていないと不安になる         4 － 3 － 2 － 1 
⑨メールの返信がすぐこないと不安になる         4 － 3 － 2 － 1 





































   次の 14個の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」









1，友達にきらわれないように行動している          4 － 3 － 2 － 1 
2，友達に甘えたくない                   4 － 3 － 2 － 1 
3，友達を傷付けてはいないかと心配になる          4 － 3 － 2 － 1 
4，友達とは深くかかわらないようにしている                 4 － 3 － 2 － 1 
5，共通のひみつがあるからこそ，友達づきあいが深まっていく 4 － 3 － 2 － 1 
 
6，友達には心を開いて付き合っている            4 － 3 － 2 － 1 
7，みんなに好かれていたい                                4 － 3 － 2 － 1 
8，友達にいやな思いをさせないように気を使っている         4 － 3 － 2 － 1 
9，周りの友達みんなに合わせようと気をくばっている         4 － 3 － 2 － 1 
10，友達といるより，一人でいるほうが気楽でいい            4 － 3 － 2 － 1 
 
11，いったん友達になったら，できるだけ長く付き合いたい    4 － 3 － 2 － 1 
12，友達とは何でも本音で話し合うようにしている      4 － 3 － 2 － 1 
13，友達とはいつも一緒にいないとうまくやっていけない      4 － 3 － 2 － 1 























































1，‘グループ’の人がいるから学校が楽しい                  4 － 3 － 2 － 1 
2，今の‘グループ’関係に満足している                   4 － 3 － 2 － 1 
3，‘グループ’の人たちと離れて一人で行動するのはさみしい          4 － 3 － 2 － 1 
4，‘グループ’の人といつも一緒にいるとつかれる                       4 － 3 － 2 － 1 
5，一人でいるよりは‘グループ’の人と一緒にいたほうがいい            4 － 3 － 2 － 1 
 
6，‘グループ’に他の‘グループ’の人が入ってくるとなんとなくやりにくい  4 － 3 － 2 － 1 
7，‘グループ’の人とつねに連絡を取っていないと不安だ                 4 － 3 － 2 － 1 
8，‘グループ’の人と一緒にいると，自分らしさがうしなわれる気がする   4 － 3 － 2 － 1 
9，‘グループ’行動をめんどうだと感じることがある                     4 － 3 － 2 － 1 
10，‘グループ’からはずされるのではないかと不安を感じることがある    4 － 3 － 2 － 1 
 
11，他の‘グループ’をうらやましく思うことがある                     4 － 3 － 2 － 1 
12，今の‘グループ’にいることで，得をしていると感じる               4 － 3 － 2 － 1 
13，‘グループ’にいると，居場所がない不安感を感じなくてすむ          4 － 3 － 2 － 1 
14，‘グループ’の人に対して，気を使わず気楽にしていられる            4 － 3 － 2 － 1 











































16，‘グループ’の人となやみ事を相談しあうことができる             4 － 3 － 2 － 1 
17，気の合わない人を‘グループ’からはずそうとすることがある      4 － 3 － 2 － 1 
18，‘グループ’の人が一緒にいてくれないと一人では行動できない     4 － 3 － 2 － 1 
19，他の‘グループ’の人たちと仲良くできない                      4 － 3 － 2 － 1 
20，‘グループ’の人全員が仲良しである                             4 － 3 － 2 － 1 
 
21，‘グループ’の中にリーダー的な存在の人がいる                   4 － 3 － 2 － 1 
22，‘グループ’の人とは距離を置いて行動している                   4 － 3 － 2 － 1 
23，学校内で一人で行動することはほとんどない                      4 － 3 － 2 － 1 
24，‘グループ’の人の行動に合わせることがよくある                 4 － 3 － 2 － 1 
25，‘グループ’の中でも自分の意見はちゃんと言える                 4 － 3 － 2 － 1 
 
26，‘グループ’の人からのメールは必ず返信する                     4 － 3 － 2 － 1 
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幸本 香奈 
 
















   次の 20個の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」場合は 3，「あ



































1，話好きである                     4 － 3 － 2 － 1 
2，他人の苦しみがよくわかる               4 － 3 － 2 － 1 
3，注目のまとになりたい                 4 － 3 － 2 － 1 
4，多くの点で人より劣っていると感じる                    4 － 3 － 2 － 1 
5，人と広く付き合うほうだ                            4 － 3 － 2 － 1 
 
6，たのまれごとは断りきれない                        4 － 3 － 2 － 1  
7，人前で自分の経験を話すのが好きだ                      4 － 3 － 2 － 1 
8，意見ははっきりと述べるほうだ                          4 － 3 － 2 － 1 
9，自分はわりと人気者だ                                4 － 3 － 2 － 1 
10，人のために自分がぎせいになるのはいやだ               4 － 3 － 2 － 1 
 
11，有名人と友達になりたい                             4 － 3 － 2 － 1 
12，何かを決める時，自分１人ではなかなか決められない     4 － 3 － 2 － 1 
13，よく人から相談を持ちかけられる                       4 － 3 － 2 － 1 
14，他人の世話をするのが好きだ                    4 － 3 － 2 － 1 
15，人が自分をみとめてくれないと不安だ                   4 － 3 － 2 － 1 
  
16，自分はつまらない人間だ                               4 － 3 － 2 － 1 
17，誰とでも気さくに話せる                         4 － 3 － 2 － 1 
18，相手の気持ちになって考えるようにしている             4 － 3 － 2 － 1 
19，ちやほやされるのが好きだ                             4 － 3 － 2 － 1 
































⑤ メールの返信はかならずする              4 － 3 － 2 － 1 
⑥ 誰かと連絡をとっていないと不安になる         4 － 3 － 2 － 1 
⑦ メールの返信がすぐこないと不安になる         4 － 3 － 2 － 1 









































   次の 14個の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」場合は 3，「あ









1，友達にきらわれないように行動している              4 － 3 － 2 － 1 
2，友達に甘えたくない                       4 － 3 － 2 － 1 
3，友達を傷付けてはいないかと心配になる              4 － 3 － 2 － 1 
4，友達とは深くかかわらないようにしている                     4 － 3 － 2 － 1 
5，共通のひみつがあるからこそ，友達づきあいが深まっていく     4 － 3 － 2 － 1 
 
6，友達には心を開いて付き合っている                4 － 3 － 2 － 1 
7，みんなに好かれていたい                                    4 － 3 － 2 － 1 
8，友達にいやな思いをさせないように気を使っている             4 － 3 － 2 － 1 
9，周りの友達みんなに合わせようと気をくばっている             4 － 3 － 2 － 1 
10，友達といるより，一人でいるほうが気楽でいい                4 － 3 － 2 － 1 
 
11，いったん友達になったら，できるだけ長く付き合いたい        4 － 3 － 2 － 1 
12，友達とは何でも本音で話し合うようにしている          4 － 3 － 2 － 1 
13，友達とはいつも一緒にいないとうまくやっていけない          4 － 3 － 2 － 1 






















































1，‘グループ’の人がいるから学校が楽しい                   4 － 3 － 2 － 1 
2，今の‘グループ’関係に満足している                    4 － 3 － 2 － 1 
3，‘グループ’の人たちと離れて一人で行動するのはさみしい           4 － 3 － 2 － 1 
4，‘グループ’の人といつも一緒にいるとつかれる                      4 － 3 － 2 － 1 
5，一人でいるよりは‘グループ’の人と一緒にいたほうがいい           4 － 3 － 2 － 1 
  
6，‘グループ’に他の‘グループ’の人が入ってくるとなんとなくやりにくい 4 － 3 － 2 － 1 
7，‘グループ’の人とつねに連絡を取っていないと不安だ                4 － 3 － 2 － 1 
8，‘グループ’の人と一緒にいると，自分らしさがうしなわれる気がする  4 － 3 － 2 － 1 
9，‘グループ’行動をめんどうだと感じることがある                    4 － 3 － 2 － 1 
10，‘グループ’からはずされるのではないかと不安を感じることがある   4 － 3 － 2 － 1 
 
11，他の‘グループ’をうらやましく思うことがある                    4 － 3 － 2 － 1 
12，今の‘グループ’にいることで，得をしていると感じる             4 － 3 － 2 － 1 
13，‘グループ’にいると，居場所がない不安感を感じなくてすむ         4 － 3 － 2 － 1 
14，‘グループ’の人に対して，気を使わず気楽にしていられる           4 － 3 － 2 － 1 











































16，‘グループ’の人となやみ事を相談しあうことができる            4 － 3 － 2 － 1 
17，気の合わない人を‘グループ’からはずそうとすることがある     4 － 3 － 2 － 1 
18，‘グループ’の人が一緒にいてくれないと一人では行動できない    4 － 3 － 2 － 1 
19，他の‘グループ’の人たちと仲良くできない                     4 － 3 － 2 － 1 
20，‘グループ’の人全員が仲良しである                            4 － 3 － 2 － 1 
 
21，‘グループ’の中にリーダー的な存在の人がいる           4 － 3 － 2 － 1 
22，‘グループ’の人とは距離を置いて行動している           4 － 3 － 2 － 1 
23，学校内で一人で行動することはほとんどない              4 － 3 － 2 － 1 
24，‘グループ’の人の行動に合わせることがよくある          4 － 3 － 2 － 1 
25，‘グループ’の中でも自分の意見はちゃんと言える          4 － 3 － 2 － 1 
 
26，‘グループ’の人からのメールは必ず返信する            4 － 3 － 2 － 1 
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   次の 20個の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」場合は 3，「あ



































1，話好きである                     4 － 3 － 2 － 1 
2，他人の苦しみがよくわかる               4 － 3 － 2 － 1 
3，注目のまとになりたい                 4 － 3 － 2 － 1 
4，多くの点で人より劣っていると感じる                    4 － 3 － 2 － 1 
5，人と広く付き合うほうだ                            4 － 3 － 2 － 1 
 
6，たのまれごとは断りきれない                        4 － 3 － 2 － 1 
7，人前で自分の経験を話すのが好きだ                      4 － 3 － 2 － 1 
8，意見ははっきりと述べるほうだ                          4 － 3 － 2 － 1 
9，自分はわりと人気者だ                                4 － 3 － 2 － 1 
10，人のために自分がぎせいになるのはいやだ               4 － 3 － 2 － 1 
 
11，有名人と友達になりたい                             4 － 3 － 2 － 1 
12，何かを決める時，自分１人ではなかなか決められない     4 － 3 － 2 － 1 
13，よく人から相談を持ちかけられる                       4 － 3 － 2 － 1 
14，他人の世話をするのが好きだ                    4 － 3 － 2 － 1 
15，人が自分をみとめてくれないと不安だ                   4 － 3 － 2 － 1 
  
16，自分はつまらない人間だ                               4 － 3 － 2 － 1 
17，誰とでも気さくに話せる                         4 － 3 － 2 － 1 
18，相手の気持ちになって考えるようにしている             4 － 3 － 2 － 1 
19，ちやほやされるのが好きだ                             4 － 3 － 2 － 1 




   次の文について，あなたに「よくあてはまる」場合は 4，「少しあてはまる」場合は 3，「あまりあ








1，友達にきらわれないように行動している              4 － 3 － 2 － 1 
2，友達に甘えたくない                       4 － 3 － 2 － 1 
3，友達を傷付けてはいないかと心配になる              4 － 3 － 2 － 1 
4，友達とは深くかかわらないようにしている                     4 － 3 － 2 － 1 
5，共通のひみつがあるからこそ，友達づきあいが深まっていく     4 － 3 － 2 － 1 
 
6，友達には心を開いて付き合っている                4 － 3 － 2 － 1                            
7，みんなに好かれていたい                                    4 － 3 － 2 － 1 
8，友達にいやな思いをさせないように気を使っている             4 － 3 － 2 － 1 
9，周りの友達みんなに合わせようと気をくばっている             4 － 3 － 2 － 1 
10，友達といるより，一人でいるほうが気楽でいい                4 － 3 － 2 － 1 
 
11，いったん友達になったら，できるだけ長く付き合いたい        4 － 3 － 2 － 1 
12，友達とは何でも本音で話し合うようにしている          4 － 3 － 2 － 1 
13，友達とはいつも一緒にいないとうまくやっていけない          4 － 3 － 2 － 1 





















































1，‘グループ’の人がいるから学校が楽しい                  4 － 3 － 2 － 1 
2，今の‘グループ’関係に満足している                   4 － 3 － 2 － 1 
3，‘グループ’の人たちと離れて一人で行動するのはさみしい          4 － 3 － 2 － 1 
4，‘グループ’の人といつも一緒にいるとつかれる                    4 － 3 － 2 － 1 
5，一人でいるよりは‘グループ’の人と一緒にいたほうがいい         4 － 3 － 2 － 1 
  
6，‘グループ’に他のグループの人が入ってくるとなんとなくやりにくい  4 － 3 － 2 － 1                        
7，‘グループ’の人とつねに連絡を取っていないと不安だ              4 － 3 － 2 － 1 
8，‘グループ’の人と一緒にいると，自分らしさがうしなわれる気がする   4 － 3 － 2 － 1 
9，‘グループ’行動をめんどうだと感じることがある                  4 － 3 － 2 － 1 
10，‘グループ’からはずされるのではないかと不安を感じることがある    4 － 3 － 2 － 1 
 
11，他の‘グループ’をうらやましく思うことがある                  4 － 3 － 2 － 1 
12，今の‘グループ’にいることで，得をしていると感じる            4 － 3 － 2 － 1 
13，‘グループ’にいると，居場所がない不安感を感じなくてすむ       4 － 3 － 2 － 1 
14，‘グループ’の人に対して，気を使わず気楽にしていられる         4 － 3 － 2 － 1 










































16，‘グループ’の人となやみ事を相談しあうことができる             4 － 3 － 2 － 1 
17，気の合わない人を‘グループ’からはずそうとすることがある      4 － 3 － 2 － 1 
18，‘グループ’の人が一緒にいてくれないと一人では行動できない     4 － 3 － 2 － 1 
19，他の‘グループ’の人たちと仲良くできない                      4 － 3 － 2 － 1 
20，‘グループ’の人全員が仲良しである                             4 － 3 － 2 － 1 
 
21，‘グループ’の中にリーダー的な存在の人がいる             4 － 3 － 2 － 1 
22，‘グループ’の人とは距離を置いて行動している            4 － 3 － 2 － 1 
23，学校内で一人で行動することはほとんどない             4 － 3 － 2 － 1 
24，‘グループ’の人の行動に合わせることがよくある           4 － 3 － 2 － 1 
25，‘グループ’の中でも自分の意見はちゃんと言える           4 － 3 － 2 － 1 
 
26，‘グループ’の人からのメールは必ず返信する             4 － 3 － 2 － 1 








































1，日頃から，‘グループ’からはずされないように気をつけている    4 － 3 － 2 － 1 
2，自分の所属している‘グループ’を自慢したいと思う             4 － 3 － 2 － 1 



































4，自分の所属する‘グループ’が，他の人からどう思われているか気になる      4 － 3 － 2 － 1 
5，自分が‘グループ’の人たちからどう思われているのか気になる    4 － 3 － 2 － 1 




1，はい  2，いいえ 
2，‘グループ’から誰かをはずしたことはありますか？ 
  1，はい  2，いいえ 
3，‘グループ’を変わったことがありますか？ 
  1，変わったことはない  2，はずされて変わった  3，自分から移った 
4，‘グループ’に所属せず，ひとりでもやっていけると思いますか？ 
  1，問題なくひとりでやっていける 2，苦しいがなんとかやっていける 3，やっていける
自信がない 
5，‘グループ’というものがあること自体をどう思いますか？ 
  1，なければ困る 2，あっても良い 3，できればない方が良い 
6，今いる‘グループ’から出て，他に入りたいと思っている‘グループ’がありますか？ 
  1，はい  2，いいえ 
7，自分の所属する‘グループ’内で，「この人そろそろはずされるんじゃないかな？」と予想
がつきますか？ 





























・性別 ： 1．男  2．女 
・学年 ： 1．中学校 2．高校 の （   ）年生 







































1，私は今，自分の目標をなしとげるために努力している。 4 3 2 1 
2，やりそこないをしていないかと心配ばかりしている。 4 3 2 1 
3，私には特にうちこむものはない。 4 3 2 1 
4，私の心は，とても傷付つきやすく，もろい。 4 3 2 1 
5，異性とのつきあい方がわからない。 4 3 2 1 
     
6，何かしているより空想にふけっていることが多い。 4 3 2 1 
7，『こんなことがしたい』という確かなイメージを持っていない。 4 3 2 1 
8，人が見ているとうまくやれない。 4 3 2 1 
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9，自分の中には，いつもなんとなく不安がある。 4 3 2 1 
10，どうしたらよいか分からなくなると自分のからの中に閉じこもってしまう。  4 3 2 1 
     
11，自分がどんな人間なのか，何をしたいのかということを真剣に迷い考えたことがある。 4 3 2 1 
12，自分 1人で初めてのことをするのは不安だ。 4 3 2 1 
13，親やまわりの人の期待にそった生き方をすることに疑問を感じたことはない。 4 3 2 1 
14，まわりの動きについていけず，自分だけとり残されたと感じることがある。 4 3 2 1 






































1，自分が気に入らない人には，しつこく注意をしたり，文句を言い過ぎたりしてしまう。 4 3 2 1 
2，たとえ言いにくくても，間違っていることは指摘（してき）できる。 4 3 2 1 
3，やり通さなければならないことは，どんな誘惑（ゆうわく）があっても最後までやり通すことが
できる。  
4 3 2 1 
4，自分の思い通りに行かないと，すぐにきげんが悪くなる。 4 3 2 1 
5，周囲の人と自分の意見が違っていても，自分の意見を主張する。 4 3 2 1 
     
6，仕事・課題や遊びなど，周囲にいちいち聞かずに，自分のアイデアで進めることができる。 4 3 2 1 
7，周りから決められた役割が困難なことでも，すぐにあきらめたりせずに，がまんしてやり通す。 4 3 2 1 
8，いやな事があっても，人やものに八つ当たりをしない。 4 3 2 1 
9，やりたいことに自分から進んで参加できる。 4 3 2 1 
10，集団の中で，自分の決められた役割があるときは，どんな誘惑（ゆうわく）にも負けずに取り組む。 4 3 2 1 
     
11，相手から不快なことを言われても，自分の感情を露骨（ろこつ）に表したりはしない。 4 3 2 1 
12，話し合いの場で，進んで自分の意見を述べる。 4 3 2 1 
13，困難なことでも，集中して取り組む。 4 3 2 1 
14，友達から間違いを指摘（してき）されたら，素直に自分が間違っていたことを認める。 4 3 2 1 
15，自分が考えていることを相手にわかるようにはっきり言う。 4 3 2 1 
     
16，皆でやるべき課題がある時は，遊びたくなってもがまんできる。 4 3 2 1 
17，面倒くさいことは人に押し付ける。 4 3 2 1 
18，自分がされていやなことは人にもしない。 4 3 2 1 
19，順番に並んでいる時に横から入り込んでくる人たちがいたら注意をする。 4 3 2 1 
20，友達がいやがらせや悪ふざけなどをしているとき，よくないと伝えることができない。 4 3 2 1 
     
21，いやなことを頼まれたとき，いやだという気持ちを伝えることができる。 4 3 2 1 
22，やりたくないことや興味のないことは，皆といっしょにやらなければならないときでもサボってしまう。 4 3 2 1 
23，自分の考えだけを聞いてもらおうとするのではなく，相手の考えも聞いて，分かってあげよ
うとする。 












１．はい   ２．いいえ 
（2）‘グループ’があること自体をどう思いますか？ 






   （    ）人 
②あなたの‘グループ’には，リーダーのような存在の人がいますか？ 
１．自分がリーダーである   ２．自分ではないがリーダーがいる  ３．リーダーはいない 
③現在の‘グループ’や過去の‘グループ’において，‘グループ’からはずされたことがあ
りますか？  
１．はい   ２．いいえ 
④現在の‘グループ’や過去の‘グループ’において，‘グループ’から誰かをはずしたこと
がありますか？ 








































1，現在の‘グループ’に満足している。 4 3 2 1 
2，‘グループ’にいることで，ひとりぼっちで心細い思いをしなくてすむ。 4 3 2 1 
3，‘グループ’にいると，学校で役に立つ情報を教えてもらえる。 4 3 2 1 
4，‘グループ’の人が一緒にいてくれないと，一人では行動できない。 4 3 2 1 
5，‘グループ’の人がいるから学校が楽しい。 4 3 2 1 
     
6，内心どう思っていようが，とりあえずうまく調子を合わせていることがある。 4 3 2 1 
7，‘グループ’ではお互いに安心して何でも話すことができる。 4 3 2 1 
8，いざこざが起きるような行動や発言はひかえるようにしている。 4 3 2 1 
9，必ずしも気が合うわけではないので，疲れを感じるときがある。 4 3 2 1 
10，気の合わない人を‘グループ’からはずそうとすることがある。 4 3 2 1 
11，‘グループ’にハマりすぎず，ある程度，距離を置くようにしている。 4 3 2 1 
12，あまり自分をさらけ出さないようにしている。 4 3 2 1 
13，自分の所属する‘グループ’以外の人と交流がしにくい。 4 3 2 1 
14，‘グループ’は，うまく人付き合いをするための勉強になる。 4 3 2 1 
15，‘グループ’に所属していない学校生活は考えられない。 4 3 2 1 
     
16，今の‘グループ’にいることで，得をしていると感じる。 4 3 2 1 
17，日頃から，‘グループ’からはずされないように気をつけている。 4 3 2 1 
18，自分の所属している‘グループ’を誇りに思っている。 4 3 2 1 
19，自分の所属している‘グループ’が他の人からどう思われているか気になる。 4 3 2 1 
20，無理して一緒にいる感じがすることがある。 4 3 2 1 
     
21，‘グループ’内では，個人の考え方や意見を表に出してはいけない雰囲気がある。 4 3 2 1 
22，‘グループ’の人と悩み事を親身になって相談しあうことができる。 4 3 2 1 
23，‘グループ’内での行動は，誰かに合わせていることが多い。 4 3 2 1 
24，自分が‘グループ’の人からどう思われているのか気になる 4 3 2 1 
25，あこがれている‘グループ’がある。 4 3 2 1 
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26，‘グループ’にいると，自分らしさがうしなわれる気がする。 4 3 2 1 
27，‘グループ’に所属せず，ひとりでも問題なくやっていける。 4 3 2 1 
28，‘グループ’は学校生活において，とても重要なものだと思う。 4 3 2 1 
29，‘グループ’の中に上下関係があるように感じる。 4 3 2 1 








１．ひじょうにある   ２．かなりある   ３．少しはある   ４．あまりない   ５．ほとんどない   
６．全くない 
〈マイナスの面〉  
























・性別 ： 1．男  2．女 





































1，意見が食いちがったときに相手の意見に合わせる。 4 3 2 1 
2，自分の感情や気持ちを素直に言う。 4 3 2 1 
3，相手が自分の話を理解していなさそうなときに，「そうそう」などと言って適当に話を終わら
せる。 
4 3 2 1 
4，相手が勝手な行動をとって，自分に迷惑がかかったときは怒る。 4 3 2 1 
5，相手に自分がやってもらいたいことを素直に言う。 4 3 2 1 
     
6，争いやケンカになったときに，理解したふりをしてとりあえず謝る。 4 3 2 1 
7，気乗りしないのに遊びなどに誘われたとき，適当ないいわけをつけて断る。 4 3 2 1 
8，相手が間違ったことをしているときには，「間違っている」とはっきり言う。 4 3 2 1 
9，相手と意見が食い違ったときに，その話題にはふれないようにする。 4 3 2 1 
10，一緒にいるときに，自分の意見を言わないで相手に合わせる 4 3 2 1 
     
11，相手に会ってすぐに，自分から話題をふって会話を始める。 4 3 2 1 
12，相手を怒らせそうになったときに，すかさず相手のきげんをとってその話を流す。 4 3 2 1 
13，何か失敗をしたときに，反省してすぐに謝る。 4 3 2 1 
14，ときどき，その場にいない人の悪口を言ってしまう。 4 3 2 1 
15.うまくやっていくために，心にもないことを言う。 4 3 2 1 
     
16.本心はどうであれ，とりあえず同調して(相手に合わせて)安心させておく。 4 3 2 1 
17.相手が先に誰かと話をしているところへ気軽に参加する。 4 3 2 1 













(1)「あなたが実際に言いそうなこと」の 1位と 2位を書いてください。 
 












(1)「あなたが実際にとりそうな行動」の 1 位と 2 位を書いてくださ
い。 
 
(2)「本当はどうしたいか」の 1位と 2位を書いてください。 
 
①C さんのことをきらいではないが，B さんの言うことに合わせて C さんのことを無視する。 












さんと直接話をしてみれば？」と B さんに言う。 
③B さんには「そうだね」と言ってその場では合わせておいて，B さんと一緒の時は無視するが，B さんが 









(1)「あなたが実際にとりそうな行動」の 1 位と 2 位を書いてくださ
い。 
 
(2)「本当はどうしたいか」の 1位と 2位を書いてください。 
 
①「そうだね。Bがいいと思う」と言って本音(本当の気持ち)を言わずに合わせる 
②「私は絶対 Aがいい！先輩が Aの方が楽しいって言ってたし，絶対 A！」と言う。 



















































































1.‘グループ’では，みんなと仲良く過ごせるように気を配っている。 6 5 4 3 2 1 
2.これまでの‘グループ’において，‘グループ’の友達との接し方に悩んだことがあ
る。 
6 5 4 3 2 1 
3.‘グループ’の友達と，もっと深く付き合えるようになりたい。 6 5 4 3 2 1 
4.今の‘グループ’のメンバーは，かけがえのない存在である。 6 5 4 3 2 1 
5.学校生活では，多くの時間を‘グループ’の人と一緒に過ごしている。  6 5 4 3 2 1 
  
     
  
6.今までにおいて，‘グループ’の友達との関係について疑問に思ったことがある。 6 5 4 3 2 1 
7.‘グループ’は，自分にとって特に意味のないものだと思う。 6 5 4 3 2 1 
8.今の‘グループ’に入っていなければ，学校生活はとてもつまらなかったと思う。 6 5 4 3 2 1 
9.‘グループ’の友達には，あまり自分のことに干渉(かんしょう)しないでもらいた
い。 
6 5 4 3 2 1 

































































1，‘グループ’にいるとひとりぼっちで心細い思いをしなくてすむ。 6 5 4 3 2 1 
2，お互いに安心して何でも話すことができる。 6 5 4 3 2 1 
3，メンバーそれぞれの考え方の違いが刺激(しげき)になる。 6 5 4 3 2 1 
4，お互いに面倒な気遣いをしなくてすむ。 6 5 4 3 2 1 
5，‘グループ’にいることで協調性を身につけることができる。 6 5 4 3 2 1 
することに抵抗を感じたことがある。 
  
     
  
11.‘グループ’の友達には，特に何も期待していない。 6 5 4 3 2 1 
12.今の‘グループ’には，何かと便利だから入っているだけである。 6 5 4 3 2 1 
13.‘グループ’から浮かないように気を付けている。 6 5 4 3 2 1 
14.‘グループ’では，言いたいことが言えなかったり，やりたいことができないと感じ
たことがある。 
6 5 4 3 2 1 
15.‘グループ’内で，もう少し自分の意見を言えるようになりたい。 6 5 4 3 2 1 
  
     
  
16.‘グループ’にさえ入っていれば，今のメンバーでなくても特に何も変わらない。 6 5 4 3 2 1 
17.‘グループ’の友達とは距離を置いて，気楽に過ごしたい。 6 5 4 3 2 1 
18.これまでの‘グループ’において，‘グループ’行動が面倒だと感じたことがあ
る。 
6 5 4 3 2 1 
19.今後，どんな‘グループ’に入ることになっても特にかまわない。 6 5 4 3 2 1 
20.今の‘グループ’のメンバーとは，卒業後もずっと仲良くしていきたい。 6 5 4 3 2 1 
  
     
  
21.‘グループ’で過ごす時間は，とても楽しい。 6 5 4 3 2 1 






        
6，‘グループ’にいると学校で役に立つ情報を教えてもらえる。 6 5 4 3 2 1 
7，合わない人を仲間はずれにしてしまう傾向がある。 6 5 4 3 2 1 
8，自分の所属する‘グループ’以外の人と交流がしにくくなる。 6 5 4 3 2 1 
9，自分の考え方や意見を表に出してはいけない雰囲気がある。 6 5 4 3 2 1 
10，‘グループ’の人が一緒にいてくれないと，一人では行動できない。 6 5 4 3 2 1 
        
11，必ずしも気が合うわけではないので，疲れを感じるときがある。 6 5 4 3 2 1 
12，‘グループ’にいると自分の居場所を確保できる。 6 5 4 3 2 1 
13，悩み事を親身になって相談しあうことができる。 6 5 4 3 2 1 
14，それぞれの興味や考え方の違いから，意見を言い合うことができる。 6 5 4 3 2 1 
15，お互いをよく知った関係なので，余計な気疲れを感じなくてすむ。 6 5 4 3 2 1 
        
16，‘グループ’は，周りとうまく関わっていくためのコツを学ぶことができる。 6 5 4 3 2 1 
17，試験に関する情報など有益な(ためになる)情報を，手に入れることができる。 6 5 4 3 2 1 
18，‘グループ’同士でそれぞれ固まってしまう傾向がある。 6 5 4 3 2 1 
19，個人の意思をおさえなければならないと感じる。 6 5 4 3 2 1 
20，‘グループ’なしには，一人で物事を決めることができないと感じる。 6 5 4 3 2 1 
        
21，興味のわかないことでも一緒に付き合わないといけない。 6 5 4 3 2 1 
22，休み時間や昼食の時に一人にならずにすむ。 6 5 4 3 2 1 
23，落ち込んでいるときに支えあうことができる。 6 5 4 3 2 1 
24，友達の意見を聞き，考えを広げることができる。 6 5 4 3 2 1 









26，うまく人付き合いをするための勉強になる。 6 5 4 3 2 1 
27，‘グループ’から離れると，一人では何もできなくなってしまう。 6 5 4 3 2 1 



















・性別 ： 1．男  2．女 





































1，意見が食いちがったときに相手の意見に合わせる。 4 3 2 1 
2，自分の感情や気持ちを素直に言う。 4 3 2 1 
3，相手が自分の話を理解していなさそうなときに，「そうそう」などと言って適当に話を終わら
せる。 
4 3 2 1 
4，相手が勝手な行動をとって，自分に迷惑がかかったときは怒る。 4 3 2 1 
5，相手に自分がやってもらいたいことを素直に言う。 4 3 2 1 
     
6，争いやケンカになったときに，理解したふりをしてとりあえず謝る。 4 3 2 1 
7，気乗りしないのに遊びなどに誘われたとき，適当ないいわけをつけて断る。 4 3 2 1 
8，相手が間違ったことをしているときには，「間違っている」とはっきり言う。 4 3 2 1 
9，相手と意見が食い違ったときに，その話題にはふれないようにする。 4 3 2 1 
10，一緒にいるときに，自分の意見を言わないで相手に合わせる 4 3 2 1 
     
11，相手に会ってすぐに，自分から話題をふって会話を始める。 4 3 2 1 
12，相手を怒らせそうになったときに，すかさず相手のきげんをとってその話を流す。 4 3 2 1 
13，何か失敗をしたときに，反省してすぐに謝る。 4 3 2 1 
14，ときどき，その場にいない人の悪口を言ってしまう。 4 3 2 1 
15.うまくやっていくために，心にもないことを言う。 4 3 2 1 
     
16.本心はどうであれ，とりあえず同調して(相手に合わせて)安心させておく。 4 3 2 1 
17.相手が先に誰かと話をしているところへ気軽に参加する。 4 3 2 1 













(1)「あなたが実際に言いそうなこと」の 1位と 2位を書いてください。 
 












(1)「あなたが実際にとりそうな行動」の 1 位と 2 位を書いてくださ
い。 
 
(2)「本当はどうしたいか」の 1位と 2位を書いてください。 
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 主査の鈴木忠先生には，学部 3 年時の“プレ卒論”から 10 年に渡りご指導いただきま
した。分析が上手くいかない時，遅々として稿が進まない時など上手くいかないこともた
くさんありましたが，私自身くじけそうになり投げ出してしまいそうな時にも，時に厳し
く，時に優しく手を差し伸べて励まして下さいました。ご多用の中，いつも私のまとまら
ない話を真剣に聞いて下さり，興味深い文献をご紹介下さったり，様々なアイデアを提案
して下さいました。本研究がここまで来られましたのも先生の的確なご助言あってのこと
と深く感謝しております。 
 宮下孝広先生には，卒業論文や修士論文の研究時から貴重なご助言を頂きました。特に，
初めてこの研究を見る人の視点に立つことや理論的に説得力のある文章を書くことの重要
性をご教示頂き，論文の改善に向けてたくさんのご指導を頂きました。 
 眞榮城和美先生には，ご専門の領域からの興味深いご助言を頂きました。ご多用の中，
個別に相談に伺った際には丁寧に話を聞いて下さり，一緒に考えて下さいました。また，
臨床的な観点からのご指摘もたくさん頂き，データから炙り出される現代の若者像を理解
する上で非常に有効な知見をご教示くださいました。心よりお礼申し上げます。 
 田島信元先生には，生涯発達の視点からの貴重なご指摘を頂くとともに，論文の構成や
文章の表現など細部にわたり，たくさんのご指導いただきました。ご多用の中，丁寧なご
指導を頂いたことを深く感謝いたします。 
 篠田勝英先生には，専門外の視点からの貴重なご指摘を頂きました。改めて自分自身の
180 
 
 
 
 
視野の狭さに気付かされると同時に，これまでとは違った視点から本研究を見直すきっか
けとなりました。重ねて御礼申し上げます。 
 大学入試センターの荘島宏二郎先生には，データの分析に関してたくさんのご助言を頂
きました。また，論文作成にあたっての構成の仕方やストーリーを描くことの重要性につ
いてもご教授くださいました。休み時間や授業後などに何度も質問に伺わせて頂きました
が，いつも笑顔で温かく迎えてくださり本当に感謝しております。 
 本論文の中学生や高校生の友人‘グループ’は，10年に渡る私の研究テーマです。私自
身，中学生や高校生の学校生活の中心は‘グループ’で，時に苦しみ，時に支えられもし
ました。修士の頃よりボランティアや実習などで学校現場に関わる機会をたくさん頂き，
心理士として臨床の現場に出るようになってからも，たくさんの子どもたちや保護者，先
生方と出会いました。友人関係がうまくいかずに悩んでいる生徒や保護者との関わり，ま
た，そのような生徒への対応に奔走する先生方との関わりが研究を進める原動力となり，
子どもたちの心を理解するにあたり重要な視座をたくさん頂きました。これまで，出会っ
たすべての子どもたちと保護者の皆様，先生方に心より感謝を申し上げます。 
 
 そして，同期をはじめとする仲間には本当に助けられました。研究が煮詰まっている時
には真剣に一緒に考え，上手くいかずに落ち込んでいる時には愚痴に付き合ってくれたり
励ましてくれ，1 つの課題を乗り越えるたびに「お疲さま」と労ってくれました。修士の
頃より同志に恵まれ，たくさんの方に支えて頂き本当に感謝しております。 
 
 最後に，長い学生生活を支えてくれた家族に感謝を申し上げます。大学院に進学したい
という希望を受け入れ，本日に至るまで様々な面でサポートをしながら見守ってくれた両
親と，データの収集に際して協力を引き受けてくれた兄弟に心より感謝を捧げます。どう
もありがとう。そして，新婚早々，家事を疎かにし，資料を散らかしながらパソコンの前
で難しい顔をしている私を見守り，研究が滞っている時やサボろうとしている時には叱咤
激励し，集中できる環境を作ってくれた夫に感謝いたします。 
 
 
